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夏期および冬期におけるヒキガエル膵細胞の無糸分裂数
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　　　　　緒雪　 ，　　　定，paraffin他塊による遣絨切片とし，正｛eidenhain
－W9①｝胱に給食によりラツ門離細包におい一C，膵　鉄H鼓m・t。・yli・難鱒どこして矧闇｛叡とし，他

分泌機能充進時Pl　一・致して無糸＆9分裂およびその結果　の大部分は慰芋等⑭のプ撚に従つて細膨｝離氷久慷本

により出来たと思われる二核細胞数が増加することを　　　を作製した。細胞分裂の観劣鰻は細胞分離永久橿嘆本な使

観察し，その無糸核分裂を反応性無糸核分裂と考え　　　用し，同標本で前報①と岡様動物1例について膝細胞

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000個ずつを数え，無糸核分裂（くびれ期，中隔期，

　冬眠を行う動物において，その冬眠期と夏期活動期　　　離断期），嵩核細胞に分けその出現率を求め湘。

では金身の器官の機能に相当な相違があり1とくに消　　　　　　研究成綾

化器系でその差は著しいと思われる。冬眠をカxル型　　　　冬期冬i民中のヒキガmルでは11｝内容は備とんぎな

で行なう両蟄類になお一周その差が著明にあらわれる　　　く，麗期のヒキガ鴻ルには岡内容として琵虫が勢轍に

と考えられるので，ヒキガエルを用い冬眠時と夏の活　　　みられた。

動時に膵細胞の無糸核分裂および二核細胞数をしらべ　　・　　1）　分離襟本の観察

てみたところ興味ある結果を得たのでこNに報告す　　　　両群の膵細胞分裂の幽現頻度を衷1に擢1げる。

る。　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　a）無糸核分裂3無糸核分裂斎期の幽現頻度は夢ト常

　　　　　材料および研究方法　　　　　　　　　　　に僅かで，告期の総和についてみると，冬期におい

　材料は体重250～3109のすべて雌のヒキガエル　　　て1～3個，夏期においても岡様1～3個であつた。

Bκfo　vzalgαri，s　formosusで土中から掘り田した　　　その藻の有意憐をF分布により検建したとζろ　垢想

冬期（2月28日）の冬眠中のもの5四と，自然の状態に　　　0，06で夏期と冬期の間に有憲の藻が認められなかつ

おいた夏期（8月7日）のもの4匹を用いた。冬期冬　　　た。

眠中のヒキガエルは土の中から掘り繊したものを直ち　　　　b）：：一核細胞：冬期二核細胞数は平均42。6，賊期瓢

セこ，また夏期活動中のものは飼育容器からとり出して　　　核細胞数は99で愚かに夏期に多く，その藻はF6　＝，

すぐに開腹して膵臓を取りだし，－pt部はKolster液固　　　229．95＊＊となり1％の危険率で有意である。

表1　　、　：ヒキガエル膵細胞1000個中の細胞分裂数
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　　2）財辮の観察　　　　　　村⑥と醐③も瀦と肌渤の胃腺細月脚1・細胞、こ

圃期ヒキガ・ル臓のK・1・t・・湘定・H・・d・n一つ・・礪有旨磁晦翻期に二灘，1”色の・曽加を観察

hain鉄Htima・・xyli・染螺対・襯察すると，㈱　し，そ、i、．劇1鰍蹴惣。、芭じた麟隙疇繕分勘

胞厭ぎく細纐部，すなオ・ち腺朧近い部醐大な　珂伽・よると㈱している．削二核細包数が購。

分泌灘が籍り・伽細1趣繍に存し，Mi・・ch・n－　」碧力11しているの、・反して，4聯1扮蹴にはほとんど

d’iaは馳状で糸状・　t・’1二状のものはほとんど認めら　変イヒ激かつたのは覗矛胤ているよう｝。思われ

れず分泌開始前の状態を示すものと，粗大な分泌顯粒　　　る，この点島村⑥4、同様な結果を観察し，1）鍵験に

は全く認めないが小脚ヵミ散・磁たは働Mi…h・n一　糊した動物の数が少なかつたた麟鮪：既な臆

d「ia樋・の形のもの槻ら才Lるものと耀侃，　かつたのカ・12）冬jVlではすべての1幾能が1［．9’－1・’してい

分泌機能燃んに営a’・・i．Lて・・ることを示している（図　るから典賑繕分裂の欄1醐も卿砒ぺて長いとも

1）・　　　　　　　　　　叛られ，その徽椰刊に浦撫糸1鋤鰍が夏期
一方冬1醐の駄で騨1・lll庖は一搬に㈱嗣・型で　と冬期の問鞘意・，齢なくとも鶏には，鋤よ冬

Miヒ。・h・nd・i・駐とレd・1・状，糸状のものが齢し　」V」よりも無繊分裂瞳く行わ才、ているのであろうと

て細鞭全体に分机・核嚇田胞の中畑くに磁す　推言航ている。繊験の膵細1包についても同様の謝1

る。腺膝に近くすなわち細胞頂部にのみ分泌願粒の集　　　ができるa著者も前篇①でラッテ給食による機能圓復

つた状熊は全くみられず，明かに前者に比して分泌機　　　期と思われる時1り1に二核細胞の顕著な増加を謝めたに

能低下の状態を示している（図2）。　　　　　　　　　　もか』わらず，無糸核分裂数は有意の増加を認めてお

　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　　　　　　　らず，この期の無糸核分裂の過魯が多卜常に速かに経過

　高等な脊推動物を人為的に冬眠状熊に陥いらしめた　　　したものと推論した。ヒキガエル膵細胞においても，

時の膵分泌に及ぼす影響として，武下⑤はイヌに冬眠　　　夏期機能充進時は冬ll：ll機能低下の時期に比して無糸核

薬剤を使用し膵外分泌の低下を観察している。また佐　　　分裂過秘がすみやかに経過し，実際には翼期無糸核分

藤④は人体について環境気温を低下させることにより　　　裂は冬期より多いのであろう。以上のことから無糸懐

膵分泌機能の低下することを認めている。さらに下等　　　分裂および二核細胞数の変動は反応性，機能的のもの

な脊椎動物についても，活動期における膵細胞機能が　　　と思われる。

冬眠期におけるよりも細胞機能の盛んであろうことは　　　　　　　　結　　論

実験前想像されたところである。大泉⑤は本邦産無糠　　　　1）・活動期におけるヒキガ＝ルの膵細胞は冬眠1σ1に

蛇5櫨類を使用し冬眠飢餓時の膵細胞を形態学的に観　　　おけるよりも細胞磯能が盛んである。

察してMit・ch・・d・i・の形態を顯粒状を示し，1獣，　2）・無糸核分裂によつて劇ξたと思われる二核細包

糸状のものも僅かに混在するが，Zym。gen顯粒およ　　は活動期における方が冬眠期より有意に多い。

びPraeZylnogen顯粒を認めず膵分泌機能低下の状態　　　3）・無糸核分裂数は両期に有意の差を認めなかつた

を観察している・本研究のヒキガエ・・の場舎もH・i一　がこれは夏期に1　陰糸核分裂は増加しているセこもか。わ

denha三n鉄Httrnatoxylin染色漂本の観察結果によ　　　らずその過程が冬期におけるより速かに経過するため

り冬期機能低下していたことは明かである。一方活動　　　と思われる。

期ヒキガUtルの胃内には胃内容として昆虫が存在し，　　　　4）・従つて膵細胞の夏期における二核細胞増加は細

冬期冬眠中のものには粘液のみ存したことと，同じ動　　　胞機能九進によつて起る反応性無糸核分裂によると考

物の馳観察し焔村④によ2・eti冬1鯛内は弱酸性で　えられる。

pH　6・4～6・8を示したこと．また福島⑦が冬眠期力　　　　5）．有糸分裂および無糸核分裂後の胞体分割像は活

エルの胃内pHは7・0～8・0で中性またはアルカリ性　　　動期，冬眠期においても認められなかつた。

に傾いていると述べている点からも冬眠期の膵分泌機　　 要約
能は胃と岡様低下しているであろうことは推察出来　　　　夏期活動中と冬期冬眠中の2群のヒキガエルの膵細

る。従つて細胞分離rk久漂本の観察から得られた無糸　　　胞を細胞分離永久標本とHeiClenhain鉄Htimutoxy－・

核分裂によつて出来たと思われる二核細胞数の夏期に　　　lin染色切片標本セこよつて観察し，夏期の膵細胞機能

おける有意な増加は夏期膵液分泌のため細胞機能完進　　　尤進時に反応性無糸核分裂｝こ起因する二核細胞が増加

の要求に応じて起る反応性無糸核分裂の結果であろう　　することを認めた。

と思われる。夏期二該細胞の『増加にさいしても胞体分

割1象が認められなかつたこともその根拠となろう。嵩
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　冊

附図説明
ヒキカエル膵臓　　Kolster液固定，　Paraffin包埋，　Heidenham鉄Hamatoxylin染色

　　　　　　1・夏期（活動期）　　2．冬期（冬眠期）
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　稿を終るに臨み御懇切なる御指導を賜り御校閲の労　　　7；156，ユ958　④佐藤　通：環境気湿分野加温及び

鱗鐵號蕪辮戴ll繍謝饗膵分灘握響髪環1凝講繊
究論文の要旨の一一一4部は第64回日本解剖学会総会におい　　　のMitochonclriaに関する研究（1）　冬眠飢餓時所

て尾持教授により発表された。　　　　　　　　　　　　見，解剖誌，25：83，1950　⑥嵩村和夫：冬期および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏期におけるヒキガエル胃腺細胞の無糸核分裂数の変

　　　　　　参考文献　　　　　　　　　　　　　　動，解剖誌，34；419，1959　　⑦福島敏夫：第3報

①大久保幹雄：食餌にょるラッテ膵細胞の無糸核分　　　蛙胃液の分泌機転に就て，岡山医誌，53：2280，1953

裂数の変動，信州眠誌，9：616，196σ　②屠持昌次・　　⑧颪瀬節｛，1三：肝細胞の無糸核分裂に関する研究皿

永田哲士・島村和夫・小野沢実：細胞分離永《標本作　　活動期および冬眠期におけるヒキガエルの肝細胞，儒

製法（第4報），解剖誌，33：20，1958　③武下　浩：　　州医誌，8；533，1959

薬物冬眠及び低体温の膵外分泌に及ぼす影響，麻酔，


